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要旨 

 

昨今の学校現場において、障害のある子どもたちに対する性に関する指導は喫緊の課題である。

本校は、文部科学省主催の「生命（いのち）の安全教育推進事業」への参画を通して、健康・学校

安全部が中心となり性に関する指導の充実に尽力してきた。今年度も当事業に携わり、実践主担

当校として、山口県内の他特別支援学校と協働しながら取組を進めているところである。本研究

は「生命（いのち）の安全教育」と連携しつつ、さまざまな障害や特性がある児童生徒一人ひと

りへの性に関する指導をさらに充実および発展させていくことを主題としている。 

本研究は「文献調査および研究大会への参加」、「ココカラプロジェクトの発足と推進」、「様式

の作成と活用」、「研究授業および研究協議」の方法で進めていった。まず、文献資料や専門書籍

の精読、各種研究大会への参加により、学習指導要領における性に関する指導の基本的な考えを

明らかにした。次に、研究推進委員会「ココカラプロジェクト」を立ち上げることで、組織体制

の充実を図った。計５回にわたる委員会では、研究の指針や具体的な取組内容についての共通理

解や各学部の情報交換等を行った。また、「ココカラプロジェクト」と「生命（いのち）の安全教

育」が密に連携し、合同委員会を開催することで、学識経験者等を交えた熟議を行うことができ

たことも、大きな成果である。「生命（いのち）の安全教育」を題材に実践した研究授業は校内外

に公開し、学校関係者や外部専門家等多くの方々に見ていただくことができた。協議で得たさま

ざまな視点からの幅広い指導助言については、今後の取組で生かしていきたい。 

そして、本研究の要となるのが「性に関する指導 個人重点目標」である。研究の成果として、

全学部の児童生徒に対して、それぞれが性に関する指導において特に重点的に取り組みたい目標

を設定することができたとともに、目標について保護者からの理解を得ることもできた。さらに、

「性に関する指導 個人重点シート」の作成により、目標の設定理由や具体的な手立てを言語化し

て整理することができ、またシートを活用することで、教員間で支援の方向性を統一することが

可能になった。作成した様式はその他にも「性に関する指導 つながる振り返りシート」や「コ

コカラだより」等があり、児童生徒一人ひとりの学びを充実させることをねらいとした。保護者

と連携しながら性に関する指導を進めることができるようになったこと、個々の目標や支援方法、

学習内容が目に見える形で整理され、蓄積できるようになったこと、子ども自身や保護者、ある

いは教員の変容を見取ることができたことは、本研究の最も大きな成果と言えよう。一方、地域

や福祉、医療機関等との連携や、個々の学習内容を進学先や就労先等に確実に引き継ぐ方法につ

いては多くの課題も残されている。 

本研究を通して、障害のある子どもたち一人ひとりの性に関する指導の充実と発展のためには、

子ども自身の実態や悩みはもちろん、子どもを支える保護者の思いにも向き合い、悩み、考える

という教員の姿勢と、子ども自身、教員、保護者の連携体制が何より大切であると考えるように

なった。今後は、子どもたち一人ひとりのことをより丁寧に見取り、支援について検討し、保護

者と協力しながら進めていくとともに、そのつながりの輪を広げ、地域や医療とも連携および協

働しながら、性に関する指導の更なる充実と発展について、学校を挙げて取り組んでいきたい。 

 

キーワード：性に関する指導、生命（いのち）の安全教育、ココカラプロジェクト、個人重点目標 
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第１章 研究の背景と概要 

 

第１節 研究の背景 

 

１ はじめに 

近年、社会のグローバル化やライフスタイルの多様化等により、子どもを取り巻く環境が急激

に変化してきていることに加え、新型コロナウイルス感染症等、これまでに経験したことのない

状況下、学校現場においても、いじめ、不登校問題やメンタルヘルスに関する課題、ネット依存

等、さまざまな課題が生じている。そして、これからの時代を生き抜く子どもたちは、このよう

な複雑で多様化した課題を受け止め、乗り越えていく力を培うことが求められている。 

さまざまな課題の中でも、特に子どもたちの性の問題に関しては、社会の変容とともにますま

す多様化、複雑化している。例えば、ＨＩＶを含む性感染症や望まない妊娠についても、依然と

して大きな問題となっている。また、インターネット社会の発展により、子どもを取り巻く性に

関わる環境についても、正誤の定かではない性情報の氾濫や新たなコミュニティとのつながり等、

大きく変化している。 

「多様化した性の課題があふれる社会の中で、子どもたちがその生涯を豊かに、懸命に生き抜い

ていくために、学校教育は何ができるのか。」 

このような問いを立てたとき、やはり、学校での健康教育、ひいては「性に関する指導」を充

実させていくことが大切であると考える。 

これからの時代を生きる子どもたちは、性に関する正しい情報を自ら収集し、適切な意思決定

や行動選択をする力を培うことが必要であり、学校は、子どもたちがその力を培うことを支援す

るための役割を果たさなくてはならないと考える。 

 

２ 我が国の動向 

我が国における性に関する指導の実情について、「生命（いのち）の安全教育」を例に見ていく。 

「性犯罪・性暴力対策の強化の方針」を踏まえ、文部科学省は、子どもたちが性犯罪・性暴力の

加害者、被害者、傍観者にならないための「生命（いのち）の安全教育」を策定し、令和２年度か

ら４年度までを「集中強化期間」として、各学校での取組を推進してきた。同省は、今後この取

組を各学校が継続し、強化していくために令和５年度から７年度までを「更なる集中強化期間」

として位置付けている。 

また、令和４年 12月に改訂された生徒指導提要においても、課題未然防止教育の観点から、す

べての児童生徒が性犯罪・性暴力に対して適切な行動をとるための力を身に付けることができる

ように「生命（いのち）の安全教育」を実施することとされている。 

このように、至るところで「生命（いのち）の安全教育」の名前を目にするようになったこと

からも、「生命（いのち）の安全教育」、ひいては性に関する指導の注目度や重要性は、ますます

強くなっていることがうかがえる。 
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３ 本校における性に関する指導 

本校は、山口県北部の特別支援学校である。在籍するのは、知的障害、病弱、肢体不自由、視覚

障害、聴覚障害の５障害のいずれかあるいは複数を合わせ有する子どもたちである。主とする障

害として多いものは知的障害であり、９割以上を占める。小学部、中学部、高等部とあり、児童

生徒は計 90名程度である。また、隣接する市には分教室があり、小学部児童および中学部生徒が

数名在籍している。 

前述の「生命（いのち）の安全教育」の取組は、山口県内でも始まっている。特に本校は、令和

３年度からの２年間、「生命（いのち）の安全教育」の実践校として、性に関する年間指導計画の

作成や教材・教具の研究、公開授業や研究協議等、さまざまなことに取り組んできた。また、今

年度からは、「生命（いのち）の安全教育」実践主担当校として、県内の他の特別支援学校８校（以

下、実践協力校）と連携をして指導案の検討や相互の授業参観、協議等を行うなど、その取組を

強化することに努めている。 

なお、本校における「生命（いのち）の安全教育」実践の一例については、文部科学省 HP内 

「性犯罪・性暴力対策の強化について」(https://www.mext.go.jp/a_menu/danjo/anzen/index. 

html）より閲覧することができる。 

本校における性に関する指導は、健康・学校安全部保健体育係作成の「性に関する指導 実施

要項」に則って進めている。この要項は、本校における性に関する指導の手引き書となるもので

あり、性に関する指導を計画的かつ系統的に進めていくための「性に関する指導 全体計画」や

「性に関する指導 年間指導計画」、「性に関する指導 チェック表」等を示している。 

「性に関する指導 全体計画」は資料１および資料２の通りである。資料１には、性に関する指

導の目標や学部ごとの指導のねらい、指導を進めるにあたっての留意点等が、資料２には、性に

関する指導を実際に進めていくにあたっての手順等が示してある。 

資料３は、令和３年度「生命（いのち）の安全教育」の取組の一環として作成した「性に関する

指導 年間指導計画」である。この計画は、①全教員で分担して各学部、各教科の学習指導要領

および学習指導要領解説を精読して性に関する文言や記述等を抜き出す、②抜き出した文言等を

一覧表にまとめ整理する、③一覧表を基に各年度の指導内容や方法、授業時数等の検討を行う、

という経緯で完成に至った。本校では今年度より、作成した年間指導計画を活用し、その効果を

検証するため、また、さらなる改善を行うために、各学部・各学年でこの年間指導計画に基づい

た性に関する指導を進めている。ここでは、一例として中学部１学年のものを紹介しておく。 

加えて、本校では、性に関する指導を系統立てて進めていくため、また、次の学年、学部の教

員に学習した内容を引き継ぐために、「性に関する指導 チェック表」を作成し、校内で活用して

いる。チェック表については、資料４のとおりである。 
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資料１ 性に関する指導 全体計画 資料２ 作成の手順 

資料３ 性に関する指導 

年間指導計画（中学部１学年） 

資料４ 性に関する指導 チェック表 
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第２節 研究の概要 

 

１ 研究の主題 

筆者は、本校での勤務が４年目となる。この間にも、子どもたちの性に関する困りごとを目の

当たりにすることが日々あった。その内容は幅広く、衣服の着脱や手洗い、排泄等の基本的な身

辺自立に関することや人とのかかわり方等の対人関係についての悩み、ＳＮＳの使い方等、枚挙

にいとまがない。こういった問題に遭遇するたびにどうしたらよいのか悩み、他教員と話し合っ

たり、子どもへのアプローチを変えてみたりしたが、子どもの困りごとそのものを解消できるこ

とはほとんどなかった。 

釈然としない思いを抱える中、本校では令和３年度より「生命（いのち）の安全教育」が始ま

り、モデル校としての実践を進めていった。筆者もチームの一員として「生命（いのち）の安全

教育」に携わり、年間指導計画や指導案等の作成、会議や協議等への参加、授業実践等に取り組

んできた。「生命（いのち）の安全教育」を契機に、本校における性に関する指導の体制が体系化

されていくとともに、筆者自身においても、性に関する指導の重要性をますます強く感じるよう

になった。 

そのような状況の中で、本校の性に関する指導の体制について改めて検討し、「個別的な学び」

の存在について目を向けるようになった。確かに、「生命（いのち）の安全教育」の取組の一環と

して、各学年の「性に関する指導 年間指導計画」等を作成することにより、子どもたちがその

年齢段階において学習する内容が体系化され、子どもの生活年齢を考慮した系統的な学びの場面

は増えていった。しかしながら本校は、さまざまな特性のある児童生徒が所属する特別支援学校

である。そのような子どもたちにとって、それぞれの発達段階や特性等を踏まえた「個別的な学

び」についても、同様に大切にするべきだと思われる。 

もちろん、「個に応じた学び」の充実に向けて、校内ですでに取り組んでいる事例もあった。し

かしながら、そのような事例において、教員がどのようにアプローチし、実践を進めているのか

について学校全体では共有されておらず、各担任の采配や力量によるところが大きいことがうか

がえた。 

このような実情を踏まえ、「子どもたち一人ひとりの性に関する課題や悩み等について向き合

い、考え、それぞれの子どもに寄り添った支援をすることで、学びを充実させていきたい。そし

て、それを実現するための手段についても検討したい。」という思いが強まり、このことをねらい

として本研究が始まった。 

研究主題は、以下のとおりである。 

 

研究主題  「障害のある児童生徒一人ひとりの発達段階や障害特性を踏まえた性に関する 

       指導の充実と発展」 
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２ 研究の方法 

 研究は、以下の手順で進めていく。 

 まず、学習指導要領における性に関する指導の位置付けを確認するとともに、最新の研究につ

いての知見等を得るために、文献や専門書籍の調査や各種研修会への参加を行う。 

 次に、校内の組織体制を整えるために「ココカラプロジェクト」を発足し、定期的な推進委員

会を開催することで、「性に関する指導 個人重点目標」の作成等、より個に応じた性に関する

指導について、全校を挙げて取り組んでいく。ココカラプロジェクトに関しては、第２章第２節

にて詳しく説明する。 

 続いて、「性に関する指導 個人重点目標シート」や「性に関する指導 つながる振り返りシ

ート」、「ココカラだより」等、個に応じた性に関する指導を進めていくために必要な様式等を新

たに作成し、活用する。作成した様式やその活用事例については、第２章第３節にて紹介する。 

 そして､｢生命（いのち）の安全教育」を題材に研究授業および研究協議を行うことで、教材・

教具や指導内容の充実と発展を図る。第２章第４節にて、実際の授業で使用した指導案等を掲載

している。 

 なお、研究全体を通して、互いの取組に相乗効果をもたらすことができるように、「生命（い

のち）の安全教育」との連携を密に行い、協働しながら研究を進めていく。 

 研究方法とその具体的内容の一覧は、表１のとおりである。なお、「生命（いのち）の安全教

育」と連携、協働して取り組んだ箇所は太字で示している。 

 

表１ 研究方法とその内容 

研究方法 内容 

１．文献調査および研究大会

への参加 

① 文献調査および専門書籍の活用 

② 各種研修会への参加（「生命（いのち）の安全教育全国フォ

ーラム」含む） 

③ ①②で得た知識の整理と活用 

２．ココカラプロジェクトの

発足と推進 

① 発足のための下準備（説明資料の作成や役割の整理等） 

② ココカラプロジェクトの発足と推進委員会の開催（「生命

（いのち）の安全教育」との合同会議含む） 

③ 学識経験者等による指導助言および進捗状況の確認 

３．様式の作成と活用 

① 様式作成のための下準備（各学部の実態調査等） 

② 様式（原案）の作成と修正 

③ 様式の活用と活用事例の収集 

４．研究授業および研究協議 

① 指導案等の検討と作成、修正 

② 研究授業の実施（題材：「生命（いのち）の安全教育」） 

③ 研究協議およびアンケート調査 
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第２章 研究報告 

 

第１節 文献調査および研究大会への参加 

 

１ 学習指導要領における性に関する指導 

まず、学校教育の基礎基本の指針である学習指導要領において、性に関する指導がどのように

位置付けられているのか、基本的な考え方はどのようなものなのかについて改めて整理し、理解

を深めた。 

小学校学習指導要領（平成 29年３月）では、性に関する指導を含めた健康に関する指導につい

て、以下のとおり述べられている。（中学校版、高等学校版においても同様） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、「改訂「生きる力」を育む小学校保健教育の手引」では、性に関する指導を進めるうえで

の指導上の留意点として、表２に示す４点を示している。 

 

表２ 性に関する指導 指導上の留意点２）３） 

 性に関する指導 指導上の留意点 

①  「児童の発達の段階を踏まえること」 

②  「学校全体で共通理解を図ること」 

③  「家庭・地域との連携を推進し保護者や地域の理解を得ること」 

④  「集団指導と個別指導の連携を密にして効果的に行うこと」 

 

次に、令和５年度に開催された第 51回全国性教育研究大会に参加し、文部科学省初等中等教育

局健康教育・食育課健康教育調査官横嶋剛氏による基調講演「学習指導要領に基づく性に関する

指導」を聴講した。以下、本研究大会の集録誌に掲載してある内容の一部を引用しつつ、学習指

導要領における性に関する指導の位置付け等について確認する。 

「（３） 学校における体育・健康に関する指導を，児童の発達の段階を考慮して，学校の教

育活動全体を通じて適切に行うことにより，健康で安全な生活と豊かなスポーツライフの実現

を目指した教育の充実に努めること。特に，学校における食育の推進並びに体力の向上に関す

る指導，安全に関する指導及び心身の健康の保持増進に関する指導については，体育科，家庭

科及び特別活動の時間はもとより，各教科，道徳科，外国語活動及び総合的な学習の時間など

においてもそれぞれの特質に応じて適切に行うよう努めること。また，それらの指導を通して，

家庭や地域社会との連携を図りながら，日常生活において適切な体育・健康に関する活動の実

践を促し，生涯を通じて健康・安全で活力ある生活を送るための基礎が培われるよう配慮する

こと。」１） 

資料の一部抜粋（平成 29年小学校学習指導要領より） 
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横嶋（2023）によると、学習指導要領では、「これまでの学校教育の蓄積を生かし、学習の質を

一層高める授業改善の取組を活性化していくことが必要であり、我が国の優れた教育実践に見ら

れる普遍的な視点である「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を推進すること

が求められて」４）おり、同時に、「各学校において、学校全体として、子供たちや学校、地域の実

態を適切に把握し、教育内容や時間の配分、必要な人的・物的体制の確保、教育課程の実施状況

に基づく改善などを通して、教育活動の質を向上させ、学習の効果の最大化を図るカリキュラム・

マネジメントに努めること」４）も求められている。さらに、「性に関する指導についても、一つの

教科でのみ行うものではなく、各教科等の特質を生かした指導の充実が求められ、単元や題材な

ど内容や時間のまとまりの中で、どの学年でどの教科等と関連付けて指導を行うのか考える必要

がある。」４）とある。 

加えて、「性に関する指導を行う上で、小学校・中学校・高等学校それぞれの学習内容を体系的

に指導すること」４）も大切であるとされている。つまり、「性に関する指導は学校教育活動全体を

通して行うこととなるが、性に関する指導で多くの実践が見られる『体育科、保健体育科』及び

『特別活動（学級活動・ホームルーム活動）』において、学習内容がどのように位置付けられてい

るのか確認する必要がある。」４）ということである。 

さらに、性に関する指導は、「主に集団の場面で、あらかじめ適切な時期・場面に必要な指導・

援助を行うガイダンスに加えて、主に個別指導により、個々の子供が抱える課題の解決に向けて

の指導・援助するカウンセリングを、それぞれ充実させていくという視点が必要」４）であるとと

もに、「一人一人の発達の特性等に応じた個別指導を充実させていくこと」４）も重要である。その

ため、「各学校においては、全教員の共通理解のもと、集団指導で取り扱う内容と個別指導で取り

扱う内容をよく整理した上で、性に関する指導を推進する必要がある。」４）とされている。 

 

２ 性に関する指導の推進体制 

続いて、東京都教育委員会が作成した「性教育の手引」（以下、東京都手引）を精読し、東京都

教育委員会が示す性に関する指導の推進体制について調査した。 

東京都手引によると、「学校の教育活動全体を通して性教育を実施するためには、性教育を推進

するための校内体制を確立することが必要」５）であり、さらに「組織を効果的に機能させるため

には、校務分掌に委員会等を設置し、役割分担を明確にすること」５）も大切であるとされている。 

組織編成や校内外の相談体制についても記述があり、「効果的な組織運営が図られるようにする

ためには、校長、副校長、主幹教諭・指導教諭、養護教諭、教育相談担当者や、関係教科・学年の

担当者等で、幅広く構成することが大切」５）であり、「学校、家庭、地域が連携した性教育を推進

するとともに、性被害や性的搾取も含め、性に関する問題の発生防止と解決を図るため、校内の

相談体制を整備し、地域の関係機関等の支援や協力の下、校外組織と連携を図ることも大切」５）

であると示している。東京都手引は、性教育に携わる教職員の構成とその役割についても詳細に

示している。 

また、「学校において、性教育を適切かつ円滑に進めるためには、全教職員による共通認識と役

割分担による協力が不可欠」５）であり、「学校の規模や実態等の状況を踏まえて、職や分掌等に応

じ、それぞれの役割」５）を捉え、「性教育の推進を図ることが大切」５）であると示している。 
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第２節 ココカラプロジェクトの発足と推進 

 

１ ココカラプロジェクトについて 

以上の調査等を踏まえ、本校における性に関する指導の組織編成はどのようなものになってい

るのか現状を分析し、組織図を作成した。現行の組織図は、図１のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改めて整理することで、「性に関する指導に携わる教員の少なさと幅の狭さ」や「保護者や地域、

外部機関との連携の希薄さ」等、本校における組織編成の懸念点がいくつか浮かび上がった。従

来の組織のままでは、保健体育係の負担感が大きい。また、現状では保護者や地域、外部等との

連携も、各担任の采配や力量に委ねられており、実際どのようにやりとりをしているのか、どの

程度かかわっているのか、具体的な姿が見えにくい。 

このような実情を踏まえると、本研究を進めていくにあたって、まず必要なのは「より幅広い、

より多くの人材」であると考えた。そこで、性に関する指導を進めていくためのプロジェクトチ

ームを立ち上げた。プロジェクトの正式名称は、「こころとからだの大切さを理解し、尊重してい

くための教育推進プロジェクト」とし、通称、「ココカラプロジェクト」と呼称することとした。

「こころ」と「からだ」をキーワードに取り入れることで、一昨年度、昨年度、今年度と本校が携

わってきた、「生命（いのち）の安全教育」と関連性をもたせている。 

ココカラプロジェクトには、いくつかの役割と期待する効果がある。例えば、校内で足並みを

そろえるための連絡と調整の役割である。ココカラプロジェクト推進委員会の開催により、学部

や学年を問わない現状報告や情報交換を定期的に行うことが可能になる。また、各学部からココ

図１ 現行の組織図 
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カラプロジェクト担当者を決め、担当者間で連携を取り合うことで、研究を円滑に進めることが

可能になる。結果として各学部での歩調がそろい、学校全体で一丸となって取り組むことができ

ると期待している。加えて、現状の組織図を踏まえ、学校と保護者、地域等をつなぐための情報

発信という役割をもたせた。具体的には、性に関する指導にテーマを絞った学校だより「ココカ

ラだより」の発行等がある。いくつかの役割の中で、最も要となるものが、個に応じた学びを実

現可能にするための基礎作りである。ココカラプロジェクトとして、児童生徒一人ひとりの個別

の性に関する指導についても目を向け、メンバー内で熟議をしながら、その学びをより一層充実

したものにするため何ができるのか、何が必要なのかについて検討し、必要な文書等を作成して

いく。いわば、下準備である。そして最後が、「生命（いのち）の安全教育」との連携である。「生

命（いのち）の安全教育」と「ココカラプロジェクト」が連携し、協働しながら互いの研究を進め

ていくことで、本校における性に関する指導に関して、集団の学びと個別の学びの両方が充実し

ていくことを期待している。 

ココカラプロジェクト介入後のイメージは、図２のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ ココカラプロジェクト発足後の組織図 
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ココカラプロジェクトの構成員とそれぞれの役割は、表３のとおりである。なお、編成に関し

ては東京都手引を参考にしながら、本校の実情を踏まえて適宜修正や変更を加えた。 

 

表３ ココカラプロジェクトの構成員と役割 

構成員（人数） 役割 

校長（１） 

・性に関する指導の意義や自校の課題等について十分理解し、

実施状況を把握するとともに、学校としての基本方針を明確

にし、学校全体で推進を図る。 

・性に関する指導の全体計画の内容を確認するとともに、計画

に基づいて行われる指導内容を週ごとの指導計画から把握し､

教職員全体に対して適切に指導および助言を行う。 

・性に関する指導に効果的な教材・教具等を十分に把握し、適

正な推進に努める。 

教頭（本校１、分教室１） 

・性に関する指導の意義や自校の課題等について十分理解し、

実施状況を把握するとともに、学校全体で推進を図る。 

・性に関する指導の全体計画の内容を確認するとともに、計画

に基づいて行われる指導内容を週ごとの指導計画から把握し､

教職員全体に対して適切に指導および助言を行う。 

・性に関する指導に効果的な教材・教具等を十分に把握し、適

正な推進に努める。 

各学部主事（各１） 

・性に関する指導の全体計画（在籍学部）を定め、その内容を

確認するとともに、計画に基づいて行われる指導内容を把握

し､教職員（在籍学部）に対して適切に指導及び助言を行う。 

・性に関する指導に効果的な教材・教具等を十分に把握し、適

正な推進に努める。 

保健体育係主任（１） 

・生徒指導係主任と連携しつつ、学校保健計画に基づく学校保

健活動を推進するなかで、児童・生徒の性に関する指導が適

切に行われるよう努める。 

・性に関する指導における児童・生徒の意識や行動の状況を把

握する。 

・学校保健委員会等を通して、家庭や関係機関等と連携を図る

とともに、情報等を教職員や家庭・地域に提供する。 

生徒指導係主任（１） 

・保健体育係主任と連携しつつ、児童・生徒の性に関する指導

が適切に行われるよう努める。 

・児童・生徒の意識や行動の状況を把握する。 

・性に関する指導を推進するうえで、集団や個別の指導を通し

て、児童・生徒の望ましい意識や態度の育成に努める。 
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各学部保健体育係教員 

（各１～２） 

・在籍学部児童・生徒への性に関する指導が適切に行われるよ

う努める。 

・学校保健委員会等を通して、家庭や関係機関等と連携を図る

とともに、性に関する指導についての情報等を在籍学部内の

教職員や家庭・地域に提供する。 

養護教諭 

（本校２、分教室１） 

・専門性を生かして性に関する指導の全体計画立案や教職員の

研修内容等に積極的にかかわり、校内における性教育の推進

を支える。 

・保健室の機能を通して得られた児童・生徒の性に関するさま

ざまな情報等を整理し、個別の指導に生かす。 

・健康相談において、児童・生徒のさまざまな性に関する意識

や問題等を把握し、その背景を分析するとともに、問題解決

のための支援や関係者との連携に努める。 

研究協力者（１） 
・研究代表と連携し、本研究の進捗状況等を確認する。 

・本研究への指導・助言を行う。 

研究代表（１） 

・プロジェクトチームを立ち上げるなどして、性に関する指導 

 の校内体制を整える。 

・日程調整を行い、定期的に会議を開く。 

・「生命（いのち）の安全教育」主担当者と連携・協力する。 

・学部間の連絡・調整を行う。 

・家庭、地域、関係機関等への情報提供を行う。 

・系統立てて進めていくための諸様式（原案）を作成する。 

・主指導者として研究授業を実施し、研究協議を開催する。 

・研究協力者と連携し、本研究の進捗状況等を報告する。 

・研究の報告を行う。 

 

 

２ 第１～３回ココカラプロジェクト推進委員会 

これまでに計５回にわたるココカラプロジェクト推進委員会を開催し、「生命（いのち）の安全

教育」と連携しつつ、学識経験者等による指導助言および進捗状況の確認、その他情報交換等を

行ってきた。以下にその内容について報告する。 

第１回では「生命（いのち）の安全教育」の活動に関する報告、本研究の概要説明およびココ

カラプロジェクトや「性に関する指導 個人重点目標」についての説明を研究代表より行った。 

「性に関する指導 個人重点目標」に関しては、メンバー内で協議を行い、合意形成を図ること

ができた。目標を設定する前提となる保護者アンケートに関しては、全校で実施することで合意

できたが、その形式をどのようにするかについてはさまざまな意見が挙がり、活発な意見が交わ

された。 
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実際の意見は、下記のとおりである。 

≪挙がった意見≫ 

 ・性に関する悩みは、記述式のアンケートだと答えにくいのではないか。 

 ・アンケートの様式は、記述式ではなくチェックリスト形式のほうがよい。 

 ・記述式もあったほうがよい。性に関する悩みをしっかりと書いてくれる保護者もある。 

 ・チェックリストの項目は、「性に関する指導 チェック表」を活用するとよい。 

 ・現状のチェック表の内容をそのままアンケートに活用するとなると、項目が多すぎる。 

 ・回答の際、保護者が混乱したり、回答する気を失ってしまったりするのではないか。 

 ・「性に関する指導チェック表」の項目は、例えば性感染症等、高等部の生徒には必要な内容 

であるが、小学部の児童には適していない内容も含まれているため、ひとつのアンケート

の形式を、小学部から高等部まで一律に使用することはできない。 

これらの意見を踏まえ、再検討した結果、「保護者アンケートに関しては、記述式とチェックリ

ストによる選択式を組み合わせた様式のものを、学部別に用意し、夏季休業前に保護者へ配布す

る」ことを決定した。 

 

表４ 第１回ココカラプロジェクト推進委員会 

日時 令和５年６月 30日（金） 

参加者 プロジェクトメンバー 

内容 

１． 自己紹介 

２． 今年度に至るまでの経緯の説明 

・「生命（いのち）の安全教育」推進事業の取組について 

・昨年度の課題の共有 

３． ココカラプロジェクトに関する説明 

・プロジェクトの位置づけ 

・研究の背景と目的 

・性に関する指導の進め方について 

・「生命の安全教育」推進事業との連携について 

４． 検討事項について 

・実行範囲の決定 

・人権教育との関連について 

・「性に関する指導 個人重点目標」について 

・保護者アンケートについて 

５．質疑応答 

配布資料 

・第１回ココカラプロジェクト担当者会議実施要綱 

・「生命（いのち）の安全教育」活動報告書 

・ココカラプロジェクト年間計画案 
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第２回では、第１回委員会で挙がった意見を踏まえて作成した、「性に関する指導 個人重点目

標」に係る保護者アンケートについての協議が主となった。 

作成したアンケートについて、プロジェクトチーム内で再検討し、内容に不備等がないか確認

および修正を行い、夏季休業前に小・中学部、高等部、分教室保護者に配布を行った。 

 

表５ 第２回ココカラプロジェクト推進委員会 

日時 令和５年７月５日（水） 

参加者 プロジェクトメンバー 

内容 

１． ココカラプロジェクトの今後の流れに関する説明 

 ・ココカラプロジェクト学部代表の決定 

２．「性に関する指導 個人重点目標」について 

 ・保護者アンケートの実施について 

 ・保護者宛文書について 

 ・配布時期の調整 

 ・アンケート回収後の流れについて 

３．質疑応答 

配布資料 

・ココカラプロジェクト 今後の流れについて 

・性に関する指導 保護者宛文書 

・性に関する学習 保護者アンケート 

 

第３回では、主に夏季休業中の計画について確認するとともに、新たに作成した「性に関する

指導 個人重点目標シート」および「性に関する指導 つながる振り返りシート」、「ココカラだ

より」について説明し、プロジェクトチーム内で共通理解を図った。 

また、本研究の協力者である国立特別支援教育総合研究所真部信吾先生にも出席いただき、研

究の進捗について報告した。真部先生には、進学・就労先への適正な引継ぎという視点から指導

助言をいただいた。 

≪指導助言内容≫ 

・性に関する指導について、学校全体で共通理解を図りながら、計画的に進めている点がよい。 

 引き続きチームとして取り組んでもらいたい。 

・性に関する悩みや問題については、学校卒業後の就学先でも多く耳にする。ぜひ、校内のみ 

 ならず、保護者や地域、外部機関や進学、就学先とも情報共有を行い、確実な引継ぎを行っ 

てほしい。 

・学校で学習してきた性に関する指導の内容が、学校を卒業した後も、進学先または就労先に 

 適切に引き継がれるように、学習したワークシート等を綴りにするファイルがあったらよい。 

・キャリア・パスポートの視点を取り入れるとよい。 
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表６ 第３回ココカラプロジェクト推進委員会 

日時 令和５年７月 21日（金） 

参加者 プロジェクトメンバー 

内容 

１． 夏季休業中の計画について 

２． 「性に関する指導 個人重点目標シート」について 

３． 「性に関する指導 つながる振り返りシート」について 

４．「ココカラだより」の目的と運用について 

 ・個人写真掲載承諾書について 

５．今後の課題および検討事項について 

６．研究協力者より助言 

配布資料 

・第２回ココカラプロジェクト担当者会議実施要項 

・ココカラプロジェクト 年間計画案（修正版） 

・性に関する指導 個人重点目標シート（本紙・記入例Ａ、Ｂ） 

・性に関する指導 つながる振り返りシート 

・ココカラだより 個人写真掲載に係わる承諾書 

 

３ 第４・５回ココカラプロジェクト推進委員会 

 第４、５回の委員会は、「生命（いのち）の安全教育」と合同して行うことで、推進委員の先生

方にも参加いただいた。主な内容は、「生命（いのち）の安全教育」についてこれまでの成果報告

と、今後に向けた連絡と協議、およびココカラプロジェクトに関する概要説明である。第４回で

は、各実践協力校へ本校作成の教材を活用した授業実践および該当授業の参観について依頼を行

った。 

 

表７ 第４回ココカラプロジェクト推進委員会 

 

日時 令和５年９月 22日（金） 

参加者 プロジェクトメンバー、生命（いのち）の安全教育推進委員 

内容 

１．開会行事 

２．「生命（いのち）の安全教育」成果報告 

３．計画に関わる概要説明 

 ・授業実践について 

 ・実践協力校へのお願い 

 ・ココカラプロジェクトについて 

４．質疑応答 

５．閉会行事 

配布資料 
・「生命（いのち）の安全教育」推進事業担当者会議開催要項 

・ココカラプロジェクトについて（説明資料） 
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第５回では、学識経験者等を交えた協議を行った。協議は、「児童生徒の変容を把握することに

ついて」という議題のもと行い、活発な意見交換を行うことができた。 

≪挙がった意見≫ 

・（子どもの変容を把握することについて…）数値化したデータを求められることがあるが、 

 アンケートをとったとしても客観性に欠ける場合もある。同じアンケートを続けるにしても､ 

 質問の仕方を工夫したり、何を聞くのか範囲を絞ったりするとよい。また、教員の丁寧 

な観察で変容を見取ってはどうか。家庭での様子も、家庭と連携しつつ進めることがよい。 

・実践協力校と連携・協力しつつ、実践を続けてほしい。 

・保護者と連携していることが大事なポイントだと思う。家庭での様子も変わるので、保護者 

 に変容を尋ねることも必要である。他校でも、先進的な取組をしているところがある。実践 

 校以外の支援学校、一般の学校の取組も参考にするとよいと思う。 

・保護者と連携して個人の重点目標を作成し、署名までもらっていることに驚いた。このよう 

 なアンケートを実施することで、今後保護者からいろいろな意見が出てくるようになると望 

 ましい。 

・（実用的な資料の作成について…）フォーマットはある程度決まっていたほうがよい。その 

 場限りの資料にならないように。 

・（変容の把握について…）３択ではなく数直線をひいて、よい意味でファジーに答えることが 

 できるように、アンケートの聞き方を工夫してみてはどうか。 

 

表８ 第５回ココカラプロジェクト推進委員会 

  

以上が推進委員会の報告である。なお、第６回ココカラプロジェクト推進委員会の開催に向け

て、令和６年３月現在「生命（いのち）の安全教育」と連携しつつ、準備を進めているところであ

る。 

 

日時 令和５年 10月 16日（月） 

参加者 プロジェクトメンバー、生命（いのち）の安全教育推進委員 

内容 

１．開会行事 

２．研究報告 

３．今年度活動計画 

４．意見交換・質疑応答 

 ・今年度の取組についての感想や疑問 

・他校と連携する際の注意点 

・実用的な資料を作成する際の留意点など 

５．閉会行事 

配布資料 
・「生命（いのち）の安全教育」推進事業に係る第 1回推進委員会開催要項 

・ココカラプロジェクトについて（説明資料） 



─ 17 ─ 

第３節 様式の作成と活用 

 

１ 様式の一覧 

これから紹介する各様式は、個に応じた学びや保護者との連携の重要性に着目したことが出発

点となり、検討と修正を重ね、現在の形になった。 

以下、表９にて本研究の取組として作成した様式を紹介する。なお、「性に関する指導 保護者

アンケート」に関しては学部別の様式があるが、ここでは一例として中学部のものを掲載してい

る。  

 

表９ 作成様式一覧 

実施学部 作成様式 対象 資料番号 

全学部 

・性に関する指導 保護者アンケートのお願い 

全保護者 

掲載なし 

・性に関する指導 保護者アンケート ５ 

全学部 
・性に関する指導 個人重点目標シート 

・記入例Ａ、Ｂ 
全教員 ６～８ 

中学部 ・性に関する指導 指導計画表 
中学部 

保護者 
９ 

中学部 
・性に関する指導のお知らせ 

・性に関する指導 学習計画 

中学部 

保護者 
10、11 

中学部 ・性に関する指導 つながる振り返りシート 

中学部 

生徒・教員・

保護者 

12 

全学部 

・ココカラだより第１号 

全保護者 

13 

・ココカラだより 写真掲載に係る承諾書 掲載なし 
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資料５ 性に関する指導 保護者アンケート（中学部） 

表面 裏面 

資料６ 性に関する指導 個人重点目標シート 

資料７ 記入例Ａ 資料８ 記入例Ｂ 
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資料９ 性に関する指導 指導計画表 資料 10 性に関する指導のお知らせ 

資料 11 性に関する指導 学習計画 資料 12 性に関する指導 

つながる振り返りシート 

資料 13 ココカラだより第１号 
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２ 目的と役割 

 特に取組の主軸となる「性に関する指導 個人重点目標シート」および「性に関する指導 つ

ながる振り返りシート」について、その目的と役割を解説する前に、まず、「性に関する指導 個

人重点目標」について概説しておく。 

「性に関する指導 個人重点目標」は、第１章第２節２で触れたとおり、本校の性に関する指導

における個に応じた学びをより充実させるために生まれた。そもそも、学びの充実のためには、

児童生徒一人ひとりの性に関する課題等の実態を把握することと、実態把握を踏まえた適切な目

標設定が必要である。その際、目標は担任一人の思いで決めるのではなく、学級や学部、養護教

諭等と連携し、複数の視点で子どもの実態や発達を見取りながら進めていくことが望ましい。そ

して、指導上の留意点（表２参照）を踏まえると、取組を進めるうえで、保護者の存在は欠かせ

ないであろう。このように、「性に関する指導 個人重点目標」は、「性に関する指導において、

その児童生徒が特に重点を置いて取り組みたい目標そのもの」であり、その主眼は、「複数の教員

で子どもを見取り、チームで共通理解を図りながら目標の達成を目指すこと」および、「保護者の

思いに寄り添い、理解を得ながら取組を進めていくこと」である。 

以上の経緯より、各学部の様式で「性に関する指導 保護者アンケート」を作成・配布し、そ

の回答結果から、①保護者の思いや考えがどのようなものなのかを把握した。そして各担任が、

その保護者の思いと、②担任として日頃の実態把握で得た情報とですり合わせを行いながら目標

を作成した。また、目標を立てて終わりにならないように、③目標達成に向けた具体的な手立て

についても検討を行った。 

そして、以上に述べた①～③および下記④について書き記していき、一枚の用紙に整理したも

のが、「性に関する指導 個人重点目標シート」（以下、目標シート）である。目標シートにはそ

れぞれの記入欄を設けており、完成したシートを読むと、なぜその目標設定に至ったのか、その

目標達成に向けてどのように取り組むのかが一目で分かるようになっている。しかしながら、③

については課題もあった。それは、手立てを検討するにあたり、方向性や有効性について教員側

の疑問や不安が生じる可能性があることである。そのような疑問等は、教員一人で抱えるのでは

なく共有し、お互いに考え合うことで、よりよい手段を模索していくことが望ましい。そのため

に、目標シートには④教員側の悩みを記述するための記入欄も設けている。 

以上①～④までの記入を終えたのちは、次の手順で進めていく。まず、保護者アンケートの結

果と照らし合わせながら、各学級でシートの内容について確認する。次に、学部の教員に養護教

諭を交えたチーム体制で同様に確認を行い、助言や意見を収集する。その後は一度目標シートを

記入者に返却し、助言等をもとに必要に応じて内容の加筆修正を行う。そして、各学部主事が内

容を再確認したのち、教頭、校長までシートを回覧し、決済が通った場合、設定した目標を明記

した用紙を保護者に配布する。この用紙には、「性に関する指導 保護者アンケート」の裏面を活

用した。このことにより、保護者が目標を読んだときに、自身の思いが目標に反映されているか

どうか確認ができるように配慮した。そして、内容を快諾いただけたときには署名をもらい、児

童生徒を通して担任へ返却する。この一連の流れを終え、「性に関する指導 個人重点目標」が完

成となる。 
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次に、「性に関する学習 つながる振り返りシート」（以下、振り返りシート）について解説す

る。これは、本校中学部内で今年度研究の一環として試験的に運用を始めたワークシートである。

振り返りシートの目的は、「生徒・教員・保護者が学習内容を共有すること」と、「性に関する指

導で勉強した内容を蓄積し、生徒自身の振り返りや、今後の引継ぎに活用すること」である。記

述欄は大別して「今日のテーマ」、「勉強したことや授業の感想」、「学習の様子のお知らせ」、「家

庭からのコメント」の４つであり、それぞれ記述者が異なる。具体的には、「今日のテーマ」およ

び「勉強したことや授業の感想」の記入欄は生徒自身が、場合によっては教員が担当し、学習内

容やキーワードを書き記す。「学習の様子のお知らせ」の欄に関しては、その時間にその生徒の様

子をそばで見ていた教員が担当する。ポイントは、保護者が読んだときに、授業や生徒の様子が

目に浮かぶような記述を心がけること、（例えば、この活動のときにこのような反応をしていまし

た、このような発言がありました、など）と、肯定的な表現で伝えること、である。以上の欄まで

埋めたら、一旦家庭に持ち帰ってもらう。そして、保護者の意見や感想、あるいは家庭で工夫し

て取り組んでいることについて「家庭より」の欄に記してもらい、担任が再回収する。 

 

３ 活用の事例 

 以下より、目標シートについて、実際に作成・活用した事例を紹介する。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 14 活用事例① 資料 15 活用事例② 
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資料 16 活用事例③ 資料 17 活用事例④ 

資料 18 活用事例⑤ 資料 19 活用事例⑥ 
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第４節  研究授業および研究協議 

 

１ 研究授業 

ココカラプロジェクトおよび「生命（いのち）の安全教育」の研究として、中学部生徒数名を

対象に研究授業を行った。実際に使用した指導案およびワークシート、スライド資料等について、

資料 20～79のとおり紹介する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 20 
資料 21 

資料 22 
資料 23 
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資料 24 資料 25 

資料 26 資料 27 
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資料 28 資料 29 

資料 30 資料 31 
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資料 32 資料 33 

資料 34 
資料 35 

資料 36 資料 37 

資料 38 資料 39 
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資料 40 資料 41 

資料 42 資料 43 

資料 44 資料 45 

資料 46 資料 47 
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資料 48 資料 49 

資料 50 資料 51 

資料 52 資料 53 

資料 54 資料 55 
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２ 研究協議 

研究協議は、「①授業者の発問や授業の進め方」、「②教材や資料の提示の仕方や工夫、改善点」、

「③子どもの変容の把握の方法」、「④学習時の子どもの様子」の視点で意見を交わした。生命（い

のち）の安全教育推進委員の皆様や授業参観に来てくださった各学校の先生方等、校内外問わず

多くの方々に参加いただいた。 

自評および講評の内容については、表 10のとおりである。 

 

表 10 授業者自評および講評 

視点 授業者自評および講評内容 

① 

発 

問 

と 

進 

行 

自

評 

・生徒への発問数が多く、時間の余裕もなかったため、取捨選択してもよかった。 

・自己表現が苦手な生徒も発言しやすいように、穏やかに話すなどして受容的な雰

囲気のまま授業を進めていくことを心掛けた。 

講

評 

・発問は、数は多かったが、その分本題に入るまでに段階を踏むことができるよう

に工夫していることが伝わった。生徒の理解につながったと思う。 

・問いかけの仕方、言葉かけの内容がよかった。生徒もリラックスできたのでは。 

② 

教 

材 

等 

の 

提 

示 

自

評 

・教材の提示の際は､スライド資料とホワイトボードの両方を活用したが､そのせ

いか､授業者がせわしなく動いている印象を与えたのではないか｡そうなると、気

が散る要因にもなる。今後は動線を意識した機材等の配置を工夫していきたい。 

講

評 

・ホワイトボードを活用してキーワード等の重要情報が授業後にも目に見えて残

る形に留めておいたことがとてもよい。 

・忙しそうだとは感じたが気になるほどではない。教室環境上、実現が難しいこと

はある。例えば場所を変えてみるなど、取り組めるところから工夫しては。 

③ 

変 

容 

の 

把 

握 

自

評 

・変容を把握するための手段として、今回は授業後のワークシートとアンケートの

両方を用意した。ワークシートでは、学習内容を理解しているか、アンケートで

は、学習内容に興味関心を抱いているか、についてそれぞれ読み取るつもりであ

る。また、振り返りシートを活用し、保護者との情報交換も行う。 

講

評 

・ワークシートおよびアンケートに、子どもがこれから何を書くのかが気になる。

書かれた内容は、子どもの素直な反応として肯定的に受け止めるとともに、次回

の授業に子どもの言葉を取り入れるなどして活用してほしい。 

・変容を把握するためには、複数体制で子どもを見取ること、何が客観的事実なの

かをすり合わせることが必要。そのためには、保護者の協力も必要になる。引き

続き振り返りシートを活用することで、家庭での様子をよく伝えてもらうこと。 

④ 

子 

ど 

も 

の 

様 

子 

自

評 

・性に関する指導は、今年度に入ってから既に５回程度学習している。これまで

の成果なのか、子どもの発言内容から、学習内容の理解が深まっているように

感じた。繰り返し学習することはとても重要であると改めて実感した。 

講

評 

・子どもが、身を乗り出して授業者の書き記した言葉を見ようとしている姿に感動

した。これまでの蓄積が実になっているのだと思う。 

・授業者が子どもの言葉に着目し、それを始点に問いかけをすることで、子どもが

主体的に学ぼうとする姿や学びに向かう意欲を引き出せていたと思う。 
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また、授業後に実施した参観者に対するアンケート調査の結果は、表 11のとおりである。 

 

表 11 授業後アンケート結果 

       設問と回答内容 ※（ ）内は回答者の所属 

設問１ 題材や指導案、授業について 

回答例 

・生徒に伝わるような表現で説明していたところがよかったと思う。スライドの枚

数を減らしたり、板書の時間を削ったりすると、話合いの時間が長く確保でき、時

間にゆとりが生まれたのではないか。（本校教諭） 

・授業者が題材を研究し、学ぶ生徒たち一人ひとりのことを考えながら言葉やイラ

スト等を検討した授業であったことが伝わった。一つひとつの内容が、よいスピー

ド感で頭に入ってくるように感じた。（本校教諭） 

・子どもに合わせた授業でイメージしやすいものだった。（他校教諭） 

・今までの学習の経緯を踏まえたり、子どもの実態に合わせた指導内容であったり、

板書や視覚的教材等を活用していたり、大変よかった。（本校教諭） 

・授業のスピードに生徒がついていけていなかった。（他校教諭） 

・対象生徒一人ひとりの実態を踏まえた支援の工夫が随所にあり、言語での表出は

少なくても表情や身振り等から、生徒一人ひとりがしっかり考えている様子が伝

わってきた。今回の題材はどの生徒にとっても今後非常に重要な内容であるため、

本校でもしっかり考えていかなければならないと思う。（他校教諭） 

・黒板やホワイトボード、スライドの使い方等参考になった。グループ学習を取り入

れることで、高め合い深め合うことができたのではないかと思う。今回の授業を参

考に、自身の学校で実践していこうと思う。（他校教諭） 

設問２ 本校における「生命（いのち）の安全教育」の取組について 

回答例 

・今年度本校に来たが、性に関する指導について計画的に取り組んでいることにと

ても驚いた。この取組がどうだったのかどうかは、すぐに評価できるものではない

と思うが、数年後、子どもたちが成長したときに、学んだことの効果が実感できる

ように継続が必要であると思う。（本校教諭） 

・多職種の専門家との出会いの機会にもなり、つながりが増えてありがたい。保健師

さんとは、今後いろいろな地域連携をしていきたい。（本校教諭） 

・とても熱心にされていると思い、継続は力なりだと感じた。（他校教諭） 

・３年目ということで、全校全教職員で取り組んでいることが素晴らしいと思う。一

部の分掌や教科ではなく、どの方でも指導できる、指導するといった方向性がある

ことは、卒業後の保護者にとってもよい指針だと思う。（他校教諭） 

・取組が充実してきており、先生の授業を見ても安定感を感じる。（他校教諭） 

・「授業」としての教育となっていると思う。（他校教諭） 

・継続的に取り組み、ブラッシュアップしていることがなにより素晴らしいことだ

と思う。とかく、主担当の教員がいなくなると取組が停滞するということがある
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が、ぜひ学校として持続可能な形を今後も模索してほしいと思う。本校もその方法

を考えていきたい。（他校教諭） 

・特別支援学校に在籍する児童生徒たちにとって、重要な取り組みであることを改

めて感じた。自身の学校も今年度実践し、来年度以降は意識付けや取り組みを共有

していきたい。（他校教諭） 

設問３ 生徒の変容を感じ取れた具体的な場面について（本校所属教諭のみ） 

回答例 

・今回の授業中、とある生徒が「相談する」と発言したとき、前回の学習内容が身に

付いていると感じた。 

・授業では、生徒の様子から、今までの学びや積み重ねのたまものであろう発言がう

かがえ、「繰り返し」指導する大切さを感じた。これからの子どもたちの日々の様

子で、そのような場面を見かけたら価値付けていきたいと思う。 

・授業としては理解しているが、実生活では生かすことができていないように感じ

る。 

 

 

第３章 研究のまとめ 

 

第１節 成果と課題 

 

第１章第２節２で示した４つの研究方法について、それぞれの成果と課題を報告する。 

まず、「文献調査および研究大会への参加」では、文献や専門書籍の精読、第 51 回全国性教育

研究大会等各種研修会への参加により、学習指導要領における性に関する指導の位置付けや基本

的な考え方について改めて整理し、理解を深めることができた。さらに、東京都手引を読み込む

ことで、効果的な組織編成やそれぞれの果たす役割等、取組を実際に進めていくうえでの指導体

制について学び、その後のココカラプロジェクトの発足に向けた足がかりを得ることができた。

一方、これら筆者個人が得た知識等について、実際に一人ひとりの教員がどの程度まで理解した

うえで性に関する指導を進めているのか、については確認が取れておらず、校内で十分な共通理

解が得られているかについては不明である。 

次に、「ココカラプロジェクトの発足と推進」では、計５回におよぶ推進委員会の開催により、

各学部が足並みをそろえながら新たな実践についての取組を進めることができた。特に、「性に関

する指導 個人重点目標」および目標シートの実現は、推進委員会での熟議や検討、事前の入念

な打合せがあったからこそであると考える。また、「生命（いのち）の安全教育」と連携すること

で、実践協力校の先生方や学識経験者等から「生命（いのち）の安全教育」やココカラプロジェ

クトの取組に関する多くの助言や感想をいただいた。ただ、これらの助言等を今後どのように取

り入れ、実行に向けて進めていくのか、について、具体的な検討はまだ行うことができていない。

加えて、教務係や進路係、相談支援係等、他分掌との連携が不十分であることも課題として挙げ

られる。 
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続いて、本研究の主軸でもある「様式の作成と活用」について検討していく。児童生徒一人ひ

とりへの性に関する指導の充実のため、本研究の一環としてさまざまな様式を作成し、活用する

ことができたが、全ての出発点は保護者へのアンケート調査である。アンケートを実施し、その

結果を基に「性に関する指導 個人重点目標」の作成に着手したことにより、保護者の思いを尊

重しながら進めることができたとともに、「性」という話題で教員と保護者がつながることができ

た。保護者によっては、アンケート調査がきっかけとなり、懇談会や日々の連絡帳でのやりとり

を通して、担任と保護者が子どもの性に関する話を気軽にするようになり、両者間での子どもの

実態がよくわかるようになった、という一例もあった。 

「性に関する指導 個人重点目標」については、初めての取組であったが、小学部、中学部、高

等部の全学部で実践し、それぞれの児童生徒について重点目標を定めるとともに、目標について

保護者から理解を得ることができた。このことは、担任一人の考えによらず、複数体制で、かつ、

目標の設定に至るまでを順序立てて進めていったことが功を奏したのではないかと考えている。 

また、目標シートの作成により、教員間で意見を交わしながら目標や手立てを考え、設定した

目標やその支援の方向性についても共通理解することができた。加えて、目標シートを読むこと

でそれぞれの教員の思いや意図を感じ取ることができ、その内容に共感したり、新たな気付きを

見つけたりなど、多くの刺激を受けることができたことも、大きな成果の一つであると感じてい

る。 

振り返りシートの取組を続けていく中で、子どもや教員、保護者の反応の変化を見取ることも

できた。例えば、振り返りシートを授業中のノートとして使用し、メモを取るようになった生徒

や、より保護者に授業のイメージをもってもらうことができるように記述の仕方を工夫し、イラ

ストを交えたり、写真を貼ったりして伝える教員の例、あるいは、学校での取組を前向きに捉え、

「家庭でも実践してみたい」等のコメントを書いてくださる保護者の例もあった。また、教員、保

護者ともに、子どものことをほめるような記述も多く見られたことも、喜ばしい反応であった。 

このように、作成したそれぞれの様式について、一定の成果を挙げることができた一方で、残

された課題も多くある。例えば、外部機関との連携の不十分さである。確かに、各様式の作成と

活用により、保護者とつながることができたが、医療や福祉、あるいは地域の方々等、子どもた

ちがかかわりのある学校外の機関との連携については、未だ十分であるとは言えない。今後は、

学校と家庭のつながりをより密にすることと並行して、外部機関とも連携を図るため、その方法

について模索することが必要である。 

加えて、個々で学習した内容の引継ぎ方法についても検討していく必要がある。高等部を卒業

した生徒について、就労先等が「学校で何を学んできたのか」や「何ができるようになったのか」

という情報を知りたいと強く求めているケースは多い。特に性に関する指導については、就労先

等も興味・関心が強い分野であるといった話も耳にした。校内での確実な引継ぎはもちろんのこ

と、外部機関等校外への情報提供の仕方についても目を向けることが大切である。 

最後に、「研究授業および研究協議」では、自身の授業を実践協力校の先生方や外部専門家の皆

様等に参観していただき、また、その後の研究協議においても、多くの方々のご出席がかなった。 

協議では、さまざまな視点からの助言や有益な情報を収集することができた。また、授業後の

アンケートでは、校内外の教員から忌憚ない意見をいただくことができた。これらの意見につい
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ては、どのような方法で実現していくのか、令和６年３月現在プロジェクト担当者間で検討を行

っている最中である。加えて、今後も授業公開や協議を行い、より幅広い意見を募ることで、さ

らなる改善に向けて取り組みたいと考えている。 

以上で述べた成果と課題について整理するとともに解決策を検討し、表 12にまとめた。 

 

表 12 本研究の成果と課題、解決策 

研究方法 成果と課題、解決策 

１．文献調査お

よび研究大

会への参加 

成果 

・各種研究会への参加等により、学習指導要領における性に関する

指導の位置付けについて確認することができた。 

・東京都手引等の活用により、本校の組織体制を見直した。 

・専門書籍等を活用し、指導案の作成や教材研究に生かした。 

課題 

・筆者個人が得た知識等について、回覧や通信での周知により学校

全体に周知することはできたが、十分な共通理解が得られている

かについては不明である。 

解決策 
・教員全体の理解をより深めるために、夏季休業等を活用して校内

研修を行う。 

２．ココカラプ

ロジェクト

の発足と推

進 

成果 

・定期的な推進委員会の開催により、担当者間で熟議を行うととも

に共通理解を図ることができた。 

・諸会議に外部専門家を招致し､多くの助言をいただいた。 

課題 

・外部専門家からいただいた助言を今後どのように取り入れていく

のかについてはまだ検討できていない。 

・他分掌との連携は不十分である。 

解決策 

・外部専門家からいただいた助言を今後どう生かすか、というテー

マで協議し、今後の実践につなげる。 

・組織編成をより幅広く行う。 

３．様式の作成

と活用 

成果 

・児童生徒一人ひとりの性に関する指導の充実のために必要な様式

を作成することができた。 

・様式の作成と活用により、学校と保護者との連携ができ、両者間

で子どもの実態や課題を共通理解することができた。 

・様式の活用により、児童生徒一人ひとりの指導内容を整理・蓄積

することができた。 

課題 

・作成した各様式の実用性や妥当性についての検証が必要である。 

・各医療機関や福祉施設、放課後等デイサービス等の外部機関との 

連携は不十分である。 

解決策 

・保護者や教員対象のアンケート調査を実施することで、それぞれ 

 の様式に対する意見を募るとともに、具体的な検証および検討・ 

改善を行う。 
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４．研究授業お

よび研究協

議 

成果 

・各学部、各学校で研究授業を行うことで、授業者の経験や指導案、 

 教材・教具に関する、より幅広い蓄積ができた。 

・研究協議内にて、４つの視点から授業を検討し、推進委員等から 

 具体的な助言をいただくことができた。 

課題 

・授業前後、特に授業後の検討（指導案や教師の発問や進め方、教 

 材・教具の妥当性等）について、十分に行えていない。 

・実際の授業を保護者や学校関係者ではない地域の方々に直接見て

いただく機会が少なかった。 

解決策 

・授業前の打合せについては、回覧だけではなく模擬授業を取り入

れるなどして、より複数体制で、入念に、かつ計画的に行う。ま

た、授業後の検討については、授業後の協議や教員へのアンケー

ト調査等を積極的に導入する。また、これらの検討を可能にする

ための時間の確保にも努める。 

・授業については、引き続き保護者への授業公開を行うとともに、 

 保護者宛文書のみならず、連絡帳や学級通信、ココカラだより等 

 で繰り返し伝えることにより、周知・徹底を図る。地域について 

 も、授業公開ができるように地域公開授業日を増やすなどする。 

 

最後に、実践担当者としての個人的な所感を述べながら、授業について検討していく。 

授業は、「生命（いのち）の安全教育」を題材に行い、自身が昨年行った同題材の実践例を基に、

一人ひとりの実態や特性はもちろんのこと、興味・関心のありかや日ごろの言動等をヒントに、

構成や発問の仕方、スライドのレイアウト等を工夫しながら構築していった。 

検討を進める中で、「生命（いのち）の安全教育」という題材が、本研究のテーマでもある「個

に応じた学び」にはそぐわないのではないかという悩みは常にあった。しかしながら、授業後ア

ンケートの「一人ひとりの実態や特性を踏まえた工夫があった」という記述を見て、「生命（いの

ち）の安全教育」というテーマこそ共通しているものの、授業の進め方や支援方法については、

確かに一人ひとりの生徒のことを考えながら作っていったものであったことに、改めて気付かさ

れた。「今まで『個に応じた学びの充実』に着目するあまり、それが集団の中でも実現可能なもの

である、という当たりまえのことを見落としていたのかもしれない。」そのように思い至ることが

でき、視界が明るくなったように感じたことを覚えている。 

「このような問いかけをしたら、この生徒はどんな反応をするだろう」「このような表現なら、

あの生徒にもよりわかりやすく伝わるのではないか」等、生徒一人ひとりの反応を想像しながら

授業を組み立てていくことは、非常に有意義な時間であった。今後も一教員として、生徒一人ひ

とりのことを思い浮かべつつ、同時に自身も生き生きとするような授業づくりを心掛けていきた

いと思う。そして、アンケート結果にもあったように、今後も繰り返し、継続して取り組んでい

くことで内容の定着を図るとともに、実際の生活場面で生かすことができるように、実践と改良

を進めていきたい。 
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第２節 おわりに 

 

「こころが生きると書いて、性と読みます。性格の“性”、適性の“性”。こころとからだを大切

にし、自分らしく生きてください。」 

これは、熊本県助産師会の理事である加治美由起氏が、第 51回全国性教育研究大会にて話され

た言葉である。ますます情報化・複雑化・多様化するであろう、これからの社会。そんな時代に

身を委ねる中で、子どもたち一人ひとりが自分らしく、そして生き生きと過ごすためには、やは

り、こころが生きるための教育、すなわち「性教育」が大切であると思われる。さまざまな障害

がある子どもたちなら、それはなおさら強く言えることかもしれない。 

本校に在籍する子どもたち、一人ひとりに「性」に関するさまざまな困り感がある。困ってい

る子ども自身をどうにかして支えたい。一人ひとりに寄り添った支援を考えたい。本研究はその

ような思いから始まった。しかし、研究を進めるうちに、あることに気が付いた。それは、子ど

もたちと同じくらい、もしかするとそれ以上に困っているのが保護者であるということだ。寄せ

られた保護者アンケートの記述を見てみると、その悩みや不安はさまざまであり、切実な思いが

感じ取れるものも多くあった。そういった保護者の思いの大きさやこれまでの苦労は、一教員と

しては到底計り知れず、その重みを実感した。 

ここ数年、子ども・大人に限らず、「性についての話」が、ニュース等で頻繁に取り上げられる

ようになった。「おうち性教育」という言葉も耳にするようになり、専門書籍も数多く出版されて

いる。このような背景から、以前と比較すると「性の話」について注目度が高まり、より身近で

オープンな存在になったように感じる。しかしながら、学校現場では「寝た子を起こすな」とい

う風潮も強く残っていると耳にする。「ひょっとすると、研究を進めていく中で、校内でもそのよ

うな意見に出くわすかもしれない。」そのような漠然とした不安を抱える中、参加した第 51 回全

国性教育研究大会にて、日本障害児教育研究会会長の山本良典氏はこう話された。 

 「寝た子を起こすな、ではないのです。寝た子は、上手に起こすのです。」 

この言葉を聞き、不安が消え、安心することができたことを強く覚えている。ちょうどそのと

き、「性に関する指導 個人重点目標」の計画について検討している段階であった。 

「このまま自信をもって進めよう。」そう思い、再び前向きな気持ちで向き合うことができた。 

今回の研究を通して、性に関する指導を語るうえで最も大切なことは何なのか、改めて考えた。

「障害のある子どもたち一人ひとりの性のこと」、そして、「子どもを支える保護者の思い」につい

て、日々向き合い、悩み、考える――、そのこと自体が、教員として何より重要な姿勢ではない

だろうか。子ども自身、教員、そして保護者がつながり、それぞれの立場から、「性のこと」を考

え、できることを探し、力を合わせながら進んでいくことを、何よりも尊重していきたい。そし

て今後は、そのつながりの輪を広げ、地域や医療とも連携して取り組んでいきたい。 

「この子が、自分らしく、そして、たくましく生きていくために、必要なことってなんだろう。」

我々教員は、そんな問いを立てながら子どもたちを見つめ､一人ひとりの「性」について、もう一

度じっくり考えなければならない。そして､悩み､考えたことを、周りの教員やその保護者と共有

しなければならない。悩み､考え、話をすることから、こころが生きる教育を広げ、子どもたち一

人ひとりが豊かに生きることのできる社会の実現に向けて、力を尽くしていきたいと考えている。 
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 本研究では、障害のある児童生徒一人ひとりの個別の性に関する指導をより一層充実したもの

にしたい、という思いを出発点に、「生命（いのち）の安全教育」と連携しつつ、研究推進委員会

の開催や様式の作成、授業実践等、さまざまな取組を進めて参りました。 

特に、作成した「性に関する指導 個人重点目標シート」や「性に関する学習 つながる振り

返りシート」をはじめとする各様式については、今後校内外で活用されることで、性に関する指

導を進める先生方の一助となることを願うとともに、より多くの先生方の目に触れることで、よ

りよい形にアップデートされていくことを期待しています。 

また、「生命（いのち）の安全教育」の授業実践内で使用した指導案やワークシート等について

も同様に、多くの先生方に活用していただけましたら幸いです。 

本研究を通して、一定の成果を得るとともに、さまざまな課題も見つかりました。今後は、こ

れらの課題解決に向けてどのようにアプローチしていくのか、学校全体で検討し、実践していく

ことで、障害のある児童生徒一人ひとりへの性に関する指導がさらなる充実と発展に向かうよう、

精一杯努めて参りたいと思います。 

 これからも、子どもたち一人ひとりが、より自分らしく、たくましく、そしてこころもからだ

も豊かに過ごすことができる学校づくりに力を尽くしていく所存です。 

 


